
表4―44　市民の納めた税金の割合

昭和52年度国，県，市税の割合(市域内)

充
足
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
。
昭
和
五
二
年
度
に
市
民
が

納
め
た
税
金
の
う
ち
、
市
税
の

割
合
は
二
二
・
六
％
に
す
ぎ
な

い
（
表
４
－
4
4
）
。
加
え
て
学

校
や
保
育
所
等
の
国
庫
補
助
対

象
事
業
に
お
い
て
は
、
多
額
の

超
過
負
担
を
強
い
ら
れ
て
き
て

い
る
。
や
む
を
得
ず
発
行
す
る

市
債
は
、
増
大
す
る
に
従
っ
て

公
債
費
の
重
圧
を
危
惧
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
市
民
本
位
で
豊
か
な
地
域
社
会
を
形
成
し
て
い
く
た
め
に
は
、
自

主
財
源
を
強
化
し
、
自
治
と
分
権
が
財
政
面
で
も
裏
打
ち
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
今
後
と
も
国
に
対
し
、
大
都
市
財
政
の
実
態
に
即

応
す
る
財
源
の
拡
充
を
他
の
大
都
市
と
と
も
に
要
望
し
て
行
く
必
要

が
あ
る
。

1
5
2
　
行
財
政
と
市
民

効
率
的
な
行
政
を
目
指
し
て

●
効
率
的
な
行
政
運
営

　
経
済
の
高
度
成
長
か
ら
安
定
成
長
へ
の
転
換
を
背
景
に
地
方
自
治

体
の
税
収
入
が
伸
び
悩
ん
で
お
り
、
そ
の
限
ら
れ
た
財
源
を
行
政
運

営
に
あ
た
っ
て
、
い
か
に
重
点
的
に
配
分
さ
れ
る
か
に
、
大
き
な
関

心
が
も
た
れ
て
い
る
。
民
間
企
業
で
は
、
「
減
量
経
営
」
と
か
「
ゼ

イ
肉
落
と
し
」
の
名
の
も
と
に
企
業
経
営
の
合
理
化
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。
行
政
の
運
営
に
あ
た
っ
て
も
、
効
率
的
な
行
政
を
よ
り
一
層

推
進
す
る
よ
う
要
請
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
効
率
の
よ
い
行
政
の
推
進
に
は
、
①
そ
の
時
代
の
住
民
の
行
政
需

要
に
見
合
う
よ
う
に
、
職
員
の
配
置
を
行
う
こ
と
。
②
社
会
情
勢
や

住
民
の
行
政
需
要
の
変
化
に
、
弾
力
的
に
対
応
で
き
る
行
政
機
構
の

整
備
を
行
う
こ
と
。
③
事
務
の
機
械
化
、
近
代
化
を
図
る
こ
と
な
ど

が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

　
本
市
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、
努
力
を
重
ね
て

き
て
お
り
、
行
政
を
効
果
的
に
推
進
し
、
弾
力
的
組
織
と
生
き
生
き

と
し
た
職
場
環
境
に
す
る
た
め
、
五
二
年
度
に
全
市
的
な
職
員
配
置

の
見
直
し
と
機
構
の
整
備
を
実
施
し
て
き
た
。



1
5
3
　
市
民
生
活
と
市
政

●
事
務
の
機
械
化
・
近
代
化

　
事
務
の
機
械
化
、
近
代
化
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
か
な
り
広
範
囲

に
業
務
電
算
化
が
実
施
さ
れ
、
事
務
の
迅
速
性
、
正
確
性
に
寄
与
し

て
い
る
。
特
に
、
消
防
行
政
に
お
い
て
は
、
一
一
九
番
を
受
け
て
の

消
防
車
、
救
急
車
等
の
出
動
指
令
業
務
の
電
算
化
、
自
動
化
が
昭
和

五
〇
年
に
、
全
国
に
先
駆
け
て
実
施
さ
れ
、
市
民
の
生
命
、
財
産
の

安
全
確
保
に
大
い
に
寄
与
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
五
二
年
一
〇
月
か
ら
区
役
所
（
支
所
）
に
印
鑑
証
明
シ
ス

テ
ム
機
器
を
導
入
し
て
従
来
の
直
接
証
明
方
式
か
ら
間
接
証
明
の
カ

ー
ド
方
式
に
切
換
え
、
印
鑑
証
明
事
務
の
正
確
化
、
迅
速
化
、
簡
略

化
を
図
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
事
務
の
機
械
化
、
近
代
化
は
市
行
政
の
各
分
野
で

進
め
ら
れ
て
お
り
、
ま
す
ま
す
多
様
化
、
複
雑
化
す
る
市
民
の
行
政

需
要
に
対
処
し
つ
つ
あ
る
。
「
事
務
事
業
の
総
点
検
運
動
」
、
「
節

約
運
動
」
、
「
行
政
監
察
」
等
の
組
織
内
部
か
ら
の
点
検
や
職
員
の

資
質
向
上
の
た
め
の
各
種
研
修
の
実
施
を
通
し
て
も
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
、
よ
り
効
率
の
よ
い
行
政
の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
。

市
民
参
加
の
推
進

●
広
聴
制
度
の
充
実

　
昭
和
四
八
年
四
月
か
ら
五
三
年
三
月
ま
で
の
五
年
間
に
、
市
役
所

と
区
役
所
で
取
り
扱
っ
た
陳
情
、
相
談
件
数
は
あ
わ
せ
て
二
七
万
件

　
（
図
４
－
5
1
）
、
「
市
長
へ
の
手
紙
」
の
投
稿
数
は
四
万
通
を
こ
え

る
。
「
市
長
へ
の
手
紙
」
の
投
稿
内
容
は
4
6
頁
の
表
３
－
６
に
示
す

よ
う
に
、
四
八
年
の
石
油
シ
ョ
ッ
ク
を
境
に
、
内
容
項
目
が
多
様
化

し
順
位
の
入
れ
替
り
が
激
し
い
。
職
業
・
階
層
別
に
み
る
と
、
表
４

－
4
5
の
よ
う
に
、
会
社
員
、
老
人
、
主
婦
等
の
投
稿
が
多
く
、
子
供

も
公
園
問
題
等
で
発
言
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
本
市
で
は
陳
情
、
市
政
相
談
、
市
政
モ
ニ
タ
ー
、
福
祉
モ

ニ
タ
ー
や
み
な
と
経
済
振
興
懇
談
会
な
ど
市
民
と
市
政
を
結
ぶ
数
多

く
の
パ
イ
プ
を
設
け
て
、
市
民
の
声
を
市
政
に
反
映
す
る
よ
う
努
め

て
い
る
。

　
こ
う
し
た
広
聴
制
度
を
通
し
て
市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
要
望
は
、

土
地
、
住
宅
、
公
園
、
道
路
、
下
水
道
、
公
害
、
安
全
な
ど
の
生
活

環
境
問
題
か
ら
福
祉
、
文
化
、
教
育
、
消
費
経
済
の
問
題
ま
で
広
範

囲
に
わ
た
り
、
ま
た
、
質
的
に
も
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
求
め
る
も




